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空
き
家
の
増
加
が
、
み
な
べ
町
で
急

速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
一方
で
、
県
外
や
町
外
の
若
い
世
代

を
中
心
に
田
舎
暮
ら
し
・
田
園
回
帰

を
望
む
声
も
あ
り
、
空
き
家
を
探
し

た
り
、
活
用
し
た
り
す
る
動
き
が
あ
り

ま
す
。

　
空
き
家
を
朽
ち
果
て
さ
せ
な
い
た
め

に
最
も
有
効
な
の
は
、「
人
が
住
む
」

こ
と
で
す
。
最
近
で
は
空
き
家
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
て
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
た

り
、
農
家
民
泊
を
始
め
た
り
、
空
き

家
の
活
用
は
地
域
の
活
性
化
に
も一役

買
って
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
み
な
べ
町
で
は
町
内

の
空
き
家
情
報
を
収
集
し
、
移
住
希

望
者
と
の
マッ
チ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
県
内
の
空
き
家
を
移
住
希

望
者
に
提
供
す
る
サ
イ
ト
で
す
。
空
き

家
情
報
の
掲
載
は
無
料
で
す
。

　

和
歌
山
県
の
補
助
金
を
利
用
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
補
助
金
を
利
用
で
き
る
地
域
は
移

住
推
進
地
域（
清
川
地
区
）に
限
ら
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
各
種
要
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
県
移
住
定
住
推
進
課
か

役
場
産
業
課（
電
話　
72
︱
１
３
３
７
）

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
空
き
家
情
報
を
登
録
す
る
と
、
町
は

移
住
希
望
者
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
際
に

移
住
希
望
者
に
対
し
て
物
件
の
紹
介
・

契
約
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

①
ま
ず
は
、
役
場
産
業
課
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。
登
録
用
紙
を
郵
送

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◀

②
登
録
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、
ご

返
送
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

◀

③
実
際
に
担
当
者
が
空
き
家
の
状
態

を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
写
真
を
撮
影
し「
わ
か
や
ま
空
き
家

バ
ン
ク
」へ
登
録
し
ま
す
。（
物
件

の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
登
録
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　
　
　
　
　
　

◀

④
移
住
希
望
者
が
相
談
に
来
た
際
、

希
望
の
条
件
に
合
え
ば
物
件
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
気
に
入
っ
た
場
合
、

後
日
、
家
主
さ
ん
も
交
え
て
契
約

の
準
備
に
入
り
ま
す
。

「
わ
か
や
ま
空
き
家
バ
ン
ク
」と
は

　
　
　
　
　
　

◀

⑤
契
約
内
容
の
打
合
せ
・
補
助
金
の

申
請
な
ど
に
つ
い
て
、
役
場
担
当

者
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。
準
備
が

整
え
ば
い
よ
い
よ
入
居
で
す
。

　

家
を
閉
め
切
っ
た
ま
ま
に
し
て
い
る

と
、
湿
気
が
た
ま
っ
て
カ
ビ
が
生
え
た

り
、
床
や
畳
が
も
ろ
く
な
っ
た
り
、
動

物
が
棲
み
つ
い
た
り
し
て
、
ど
ん
ど
ん

劣
化
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　
一度
、
劣
化
し
て
し
ま
っ
た
家
を
元

の
状
態
に
戻
す
こ
と
は
、
多
額
の
費
用

も
か
か
り
大
変

で
す
。
き
れ
い

な
う
ち
に
、「
売

る
」「
貸
す
」な

ど
の
早
め
の
対

応
を
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
「
わ
か
や
ま
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
活

用
し
、
移
住
希
望
者
に
提
供
す
る
こ

と
も
、
空
き
家
活
用
の
ひ
と
つ
の
方
法

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
空
き
家
情
報
登
録
」の

お
お
ま
か
な
流
れ

人
の
住
ん
で
い
な
い
家
は

想
像
以
上
に
早
く
劣
化
し
ま
す

「
わ
か
や
ま
空
き
家
バ
ン
ク
」に
つ
い
て

　
～ 

移
住
希
望
者
に
紹
介
す
る
空
き
家
を
探
し
て
い
ま
す 

～



4広報みなべ 2019.5広報みなべ 2019.55

用
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）

　

審
査
委
員
会
に
よ
る
書
類
選
考
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等

を
行
って
い
た
だ
き
ま
す
。

　

審
査
結
果
を
も
と
に
、
本
事
業
予

算
額
の
範
囲
内
で
助
成
金
交
付
の
可

否
及
び
金
額
を
決
定
し
ま
す
。（
助
成

金
は
20
万
円
を
上
限
と
し
、
営
利
目

的
の
場
合
は
、
２
分
の
１
以
内
で
10
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。）

　

本
事
業
の
予
算
は
、
推
進
協
議
会

の
総
会（
５
月
10
日
開
催
予
定
）の
決

議
を
も
っ
て
執
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
募

集
そ
の
も
の
を
行
わ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
助
成
対
象
経
費
な
ど
の
事

業
の
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
専

用
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
み
な
べ
・
田
辺
地
域
世
界
農
業
遺

産
推
進
協
議
会
」で
は
、
世
界
農
業

遺
産
に
認
定
さ
れ
た「
み
な
べ
・
田
辺

の
梅
シ
ス
テ
ム
」の
保
全
・
活
用
に
関

す
る
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
世

界
農
業
遺
産
に
関
連
す
る
地
域
の
自

主
的
な
活
動
を
支
援
し
ま
す
。 

　
み
な
べ
町
及
び
田
辺
市
に
活
動
拠
点

の
あ
る
組
織
・
グ
ル
ー
プ

　

世
界
農
業
遺
産「
み
な
べ
・
田
辺
の

梅
シ
ス
テ
ム
」の
保
全
・
活
用
を
推
進

す
る
活
動

（
事
業
例
）

ア　
梅・炭
の
販
売
促
進
、商
品
開
発
、

生
産
者
育
成
な
ど

イ　

生
物
多
様
性
保
全
活
動
、
ミ
ツ

バ
チ
の
保
全
、
里
山
学
習
、
ジ
ビ

エ
活
用
な
ど 

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
し
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た

め
、
第
２
子
以
降
の
０
歳
児
を
家
庭

で
保
育
し
て
い
る
保
護
者
に
給
付
金
を

支
給
す
る
事
業
で
す
。

　
本
年
度
に
お
い
て
も
事
業
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
次
の
要
件
に
該
当
さ
れ
る

方
は
、
期
限
ま
で
に
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
乳
児

⑴
平
成
30
年
４
月
１
日
～
令
和
元
年

12
月
31
日
の
間
に
出
生
し
た
乳
児

⑵
本
年
度
に
お
い
て
、
生
後
２
ヶ
月
を

超
え
、
満
１
歳
に
満
た
な
い
、
み
な

べ
町
内
に
住
民
登
録
を
有
し
て
い
る

（
有
し
て
い
た
）乳
児

⑶
同一世
帯
内
の
第
２
子
・
第
３
子
以

降
の
乳
児（
第
２
子
の
場
合
は
市
町

村
民
税
所
得
割
の
世
帯
合
算
額
が

７
万
７
１
０
１
円
未
満
に
限
り
ま

す
）

⑷
保
育
所
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

※
平
成
31
年
４
月
１
日
付
で
保
育
所
へ

入
所
し
た
乳
児
に
つ
い
て
は
、
４
月

分
の
み
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
、
対
象

乳
児
に
係
る
児
童
手
当
受
給
者

⑴
み
な
べ
町
内
に
住
民
登
録
を
有
す
る

こ
と

⑵
乳
児
を
育
て
る
に
あ
た
り
、
育
児

休
業
を
取
得
し
た
こ
と
で
育
児
休

業
給
付
金
を
受
給
し
て
い
な
い
こ
と

⑶
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け
て

い
な
い
こ
と

⑷
暴
力
団
員
や
公
序
良
俗
に
反
す
る

者
な
ど
町
長
が
不
適
切
と
認
め
る

者
で
な
い
こ
と

ウ　

加
工
技
術
や
栽
培
技
術
等
の
継

承
、
梅
・
炭
文
化
等
の
伝
承
な

ど

エ　

産
業
観
光
の
推
進
、
観
光
素
材

の
発
掘
、
人
材
育
成
、
他
の
認

定
地
域
と
の
交
流
な
ど

     　
補
助
金
交
付
決
定
日
～

　
　
　
　
　
令
和
２
年
２
月
29
日　

  

　
令
和
元
年
５
月
13
日（
月
）～

　
　
　
令
和
元
年
５
月
24
日（
金
）

　
午
後
５
時（
必
着
）

　

誓
約
書
、
交
付
申
請
書
、
事
業
計

画
書
、
収
支
予
算
書
、
団
体
概
要
調

書
な
ど（
様
式
は
、
役
場
う
め
課
、
田

辺
市
梅
振
興
室
も
し
く
は
世
界
農
業

遺
産
み
な
べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
専

⑸
配
偶
者
が
い
る
場
合
、
配
偶
者
も

⑵
～
⑷
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

※
な
お
、
児
童
手
当
の
受
給
者
が
対

象
と
な
る
乳
児
と
同
居
し
て
い
な
い
場

合
、
乳
児
と
同
居
す
る
他
の
養
育
者

で
要
件
を
全
て
満
た
す
者
を
本
給
付

金
の
受
給
者
と
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
乳
児一人
当
た
り
月
額

３
万
円（
最
大
10
か
月
で
30
万
円
）

※
支
給
対
象
月
数
に
応
じ
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
令
和
２
年
３
月
31
日

　
み
な
べ
町
教
育
学
習
課（
幼
児
教
育

室
）℡
74 ‐ 

３
７
３
８

　
役
場
う
め
課

　
（
〒
６
４
５ ‐ 
０
０
０
２

　
　
日
高
郡
み
な
べ
町
芝
７
４
２
）

　
田
辺
市
梅
振
興
室

　
（
〒
６
４
６ ‐ 

８
５
４
５

　
　
田
辺
市
新
屋
敷
町
１
番
地
）

　
み
な
べ
・
田
辺
地
域
世
界
農
業
遺
産

推
進
協
議
会
事
務
局（
み
な
べ
町
役
場

う
め
課
内
）

　
電　

話　
３
３ ‐ 

９
３
１
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
７
２ ‐ 

３
８
９
３

　
メ
ー
ル　

w
akayam

a@
giahs-

m
inabetanabe.jp

　
Ｈ　

Ｐ　

https://w
w
w
.giahs-

m
inabetanabe.jp/

 

平
成
31
年
度

み
な
べ
町
在
宅
育
児
支
援
事
業
給
付
金

平
成
31
年
度　
世
界
農
業
遺
産
住
民
提
案
型

地
域
活
動
支
援
事
業
の
募
集
に
つ
い
て

み
な
べ
町
在
宅
育
児

支
援
事
業
給
付
金
と
は

対
象
と
な
る
乳
児

応
募
資
格

事
業
実
施
期
間

選
考
方
法
等

問
い
合
わ
せ
先

対
象
事
業

提
出
書
類

提
出
先

募
集
期
間

そ
の
他

申
請・問
い
合
わ
せ

支
給
対
象
者

申
請
期
限

支
給
額

　県では相続、離婚、金銭関係損害賠償な
ど法律問題や行政相談について、弁護士
及び県民相談員が相談をお受けしていま
す。参考資料があれば、当日、お持ちくださ
い。相談には、電話での予約が必要です。

日　　時	 令和元年５月２１日（火）午前１０時～正午まで
場　　所	 日高振興局（御坊市湯川町財部651）
予約受付	 令和元年５月７日（火）午前９時から
	 （先着６名）
	 電話は下記へ
お問い合せ先　日高振興局　総務県民課
　　　　　　　（℡０７３８－２４－２９３６）

移動県民相談の開催
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　4月11日、町役場で平成31年３月31日に行政相談
委員を退任された西川さんに和歌山行政監視行政相
談センター久保所長から総務大臣感謝状が伝達され
ました。
　西川さんは、平成19年から12年間、行政相談委員
を務められ、地域の皆さんと行政との橋渡しをしてい
ただき、町民の皆さんの良き相談相手として、信望も
厚く、この度その功績に対し、総務大臣から感謝状が
贈られました。

西川さん　　久保所長

澤竹さん　　　　 　渡瀨さん

　３月５日に公益財団法人日本消防協会主催の
表彰式が東京都で開催され、みなべ町消防団に
表彰旗が授与されました。
　表彰旗は、防災思想の普及、消防施設の整備、
その他の災害の防ぎょに関する対策の実施につ
いて特に優秀と認められた団体に贈られるもので
す。
　また、３月１８日に和歌山県と公益財団法人和
歌山県消防協会主催の表彰式が和歌山市で開
催され、みなべ町消防団の次の皆さんが表彰さ
れました。

◎和歌山県消防協会総裁表彰（功績章）	 分団長　萩野　庄寿　様　　　　
◎和歌山県知事表彰（永年勤続功労章）	 副団長　龍神　睦男　様
◎日本消防協会会長表彰（勤続章30年）	 団　員　田中　　守　様　　　
◎日本消防協会会長表彰（功績章）	 副団長　西原　英男　様　平成31年4月１日付で、澤竹孝幸さん（東吉田・再

任）と渡瀨敏文さん（東本庄・新任）が総務大臣から
行政相談委員に委嘱されました。
　行政相談委員は毎月１回、「行政相談」を開催し、
皆さんから行政に対する苦情や意見、要望などを受け
て、その解決や実現に努力するとともに、皆さんの声
を行政や行政運営等の改善に役立てています。困っ
ていることがあれば、遠慮なくご相談ください。

　４月３日、南部保育所では０歳児～３歳児の７
名の新入園児を迎え、入園式が行われました。
　入園式が始まる前には、楽しそうに走り回って
いた子、緊張した表情の子などさまざまでした。
　入園式では、在園児35名が、お祝いのこと
ばや「チューリップ」などの歌をうたって歓迎
し、保護者に抱っこされた新入園児はうれしそう
にしていました。
　式終了後、新入園児で記念撮影を行いまし
た。

　３月26日、消防庁から消防車（救助資機材搭載型消防ポンプ自動車）１台が町に無償貸与され、第７分団第４班（島
之瀬、東神野川）に配備しました。消防車は老朽化したものから順次、更新しています。
　納入業者から消防車の説明を受けた後、須賀橋上流の河川敷に移動し、いざという時に十分活用できるよう、消防
ポンプの操作や放水をし、動作確認を行いました。

西
にしかわ

川亮
りょうすけ

輔さんが総務大臣から感謝状 みなべ町消防団が日本消防協会から表彰旗

澤
さわたけ

竹孝
たかゆき

幸さんと渡
わたせ

瀨敏
としふみ

文さんが行政相談委員に

町内の保育所・幼稚園等で入園式

消防車１台を配備

表彰旗を受け取る龍神副団長
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令
和
元
年
第
２
回
町
議
会
定
例
会

が
、
５
月
13
日（
月
）か
ら
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　
定
例
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に

関
連
す
る
案
件
や
予
算
の
審
議
、
町

が
行
う
事
業
な
ど
に
つ
い
て
各
議
員
が

質
問
す
る「
一
般
質
問
」
も
行
わ
れ
ま

す
。

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
傍
聴
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
会
議
の

様
子
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
み
な
べ

町
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
」か
ら

見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
議
会
の
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
後
日
、

町
内一斉
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

満
、
ま
た
はｑ
値
が
１・０
未
満
と
診

断
さ
れ
た
住
宅
。

■
改
修
及
び
建
替
え
後
に
耐
震
評
点

が
１・０
以
上（
０・７
以
上
で
も
可
）、

非
木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
Is
値
が
０・６

以
上
か
つｑ
値
が
１・０
以
上
。

※
工
事
に
つ
い
て
は
年
度
末（
令
和
２

年
３
月
31
日
）ま
で
に
完
了
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
募
集
戸
数
〉

■
５
戸

〈
申
込
受
付
〉

　
令
和
元
年
５
月
７
日
～
12
月
27
日

※
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
従
前
の
補
助
制
度
も
利
用
で
き
ま

す
。）

　
既
存
の
木
造
住
宅
内
に
、
耐
震
ベッ

ド
・
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
を
購
入
、
設
置

す
る
際
に
、
費
用
の
２
／
３（
最
大

26
万
６
千
円
）を
補
助
し
ま
す
。

　
た
だ
し
購
入
、
設
置
す
る
耐
震
ベッ

ド
・
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
県
の
認
定

を
受
け
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

〈
対
象
住
宅
〉

　
木
造
住
宅
で
、
耐
震
診
断
の
結
果
、

　

起
こ
り
う
る
巨
大
地
震
か
ら
命
を

守
る
た
め
に
は
、
住
宅
の
耐
震
化
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
町
で
は
住
宅
の
耐
震

化
に
対
し
て
次
の
と
お
り
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
よ
り
補
助
内
容

が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
補
助
を
希
望

さ
れ
る
方
は
総
務
課
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

次
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
に
つ
い

て
、
耐
震
診
断
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

〈
診
断
費
用
〉

■
木
造
住
宅　
無
料

■
非
木
造
住
宅　

必
要
な
経
費
の
２

／
３（
上
限
８
万
９
千
円
）を
補
助

〈
対
象
住
宅
〉

　
２
階
建
て
以
下
で
、
延
べ
床
面
積
が

２
０
０
㎡
以
下
の
専
用
及
び
併
用
住

宅
な
ど
で

■
木
造
住
宅
の
場
合　

平
成
12
年
５

月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
み
な
べ
町

内
の
住
宅（
今
年
度
よ
り
対
象
を
拡

充
）

　
町
民
の
皆
さ
ま
が
よ
り
安
心
安
全
に

暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
消
防
と
防

災
への
取
り
組
み
を一体
的
に
更
に
充
実

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
年
４
月
１

日
付
け
で
人
的
な
体
制
強
化
を
含
め

て
、
総
務
課
内
の
防
災
企
画
室
を
消

防
防
災
室
に
改
編
し
ま
し
た
。

　
５
月
20
日（
月
）は「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で
す
。

【
運
動
の
重
点
】

★
子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の

確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故

防
止

■
非
木
造
住
宅
の
場
合　

昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
み
な
べ

町
内
の
住
宅

〈
募
集
戸
数
〉

■
木
造
住
宅　
20
戸

■
非
木
造
住
宅　
１
戸

〈
申
込
受
付
〉

　

令
和
元
年
５
月
７
日
～
令
和
２
年

２
月
28
日

※
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
内　

容
〉

■
専
門
の
耐
震
診
断
士
が
診
断
し
ま

す
。

■
診
断
結
果
は
、
耐
震
診
断
士
が
１

～
２
か
月
後
に
訪
問
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

耐
震
補
強
設
計
及
び
耐
震
改
修
工

事（
建
替
え
含
む
）に
係
る
費
用
の
補
助

（
最
大
１
１
６
万
６
千
円
）が
受
け
ら

れ
ま
す
。

〈
対
象
住
宅
〉

■
耐
震
診
断
の
結
果
、
木
造
住
宅
に
つ

い
て
は
耐
震
評
点
が
１・０
未
満
、
非

木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
Is
値
が
０・６
未

★
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

★
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

★
飲
酒
運
転
の
根
絶

★
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先

の
徹
底（
地
域
重
点
）

『
横
断
歩
道　

貴
方
が
止
ま
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
止
ま
る
』

２
０
１
９
年
度
交
通
安
全
年
間
ス

ロ
ー
ガ
ン（一般
の
部
）最
優
秀
作
品

　
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」の
初

日
に
、
左
記
の
と
お
り「
日
高
地
方
交

通
安
全
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
費
用
は
無
料
、
予
約
は
不
要
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
11
日（
土
）

　
　
　
14
時
30
分
～
15
時
40
分

場
所　

み
な
べ
町
役
場
３
階

　
　
　
大
会
議
室

内
容　

①
田
辺
警
察
署
交
通
課
長
に

よ
る
交
通
安
全
教
室

　
　
　
②
桂
枝
曾
丸
氏（
落
語
家
）に

よ
る
交
通
安
全
講
話

主
催　

交
通
事
故
を
な
く
す
る
日
高

地
方
推
進
協
議
会

　

く
わ
し
く
は
、
総
務
課（
℡
72 

‐ 

２
０
５
１
）ま
で

　

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務

が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。

　

調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
時
点
は
令
和
元
年
６
月
１
日

で
す
。
調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
和
歌
山
県
調
査
統

計
課（
℡
０
７
３ ‐ 
４
４
１ ‐ 

２
３
９
０
）

ま
た
は
、
役
場
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

評
点
が
１・０
未
満
と
判
定
さ
れ
た
住

宅
。

〈
募
集
戸
数
〉

■
１
戸

※
補
助
件
数
に
つ
い
て
は
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
申
請
件
数
が
多
数
の
場
合

は
、
高
齢
者
、
障
害
者
の
方
を
優
先

し
て
補
助
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
受
付
〉

　
令
和
元
年
５
月
７
日
～

※
募
集
戸
数
に
達
し
た
場
合
、
そ
の

時
点
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

☆
各
種
補
助
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に

総
務
課
への
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請

方
法
等
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
、
総
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
評
点
が

１・０
未
満
と
判
断
さ
れ
た
木
造
住
宅

に
つ
い
て
、
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

派
遣
し
、
各
種
相
談
や
改
修
プ
ラ
ン
の

提
案
な
ど
を
無
料
で
行
って
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
総
務
課
へ
。

総
務
課（
℡
72-

２
０
５
１
）か
ら

総
務
課
内
の「
防
災
企
画
室
が

消
防
防
災
室
」へ

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

５
月
11
㈯
～
20
日
㈪

くらし
の

情  報

日
高
地
方
交
通
安
全
大
会
の

開
催
に
つ
い
て

２
０
１
９
年
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

住
ま
い
の
耐
震
診
断
し
ま
せ
ん
か
？

耐
震
事
業
に
つ
い
て

耐
震
診
断

耐
震
補
強
設
計
と
耐
震
改
修
工
事
の

一体
的
な
実
施（
新
規
補
助
）

県
で
は
、木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

耐
震
ベ
ッ
ド・耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

議
会
事
務
局（
℡
72-

１
３
３
４
）か
ら

第
２
回
町
議
会
定
例
会
は

５
月
13
日（
月
）開
会
予
定
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女
性
１
５
０
０
円

申
込
締
切　
令
和
元
年
5
月
9
日（
木
）

申
込
方
法　

①
氏
名
②
年
齢
③
市
町

村
名
④
職
業
を
メ
ー
ル
し
て
く
だ
さ

い
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
い
ず
れ
か
）

◦09021999794＠
docom

o.
ne.jp

◦sitogaw
a9652@

gm
ail.com

わ
か
や
ま
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー　
糸
川　

ま
で
。

納
期
内
納
税
を
お
願
い
し
ま
す

　
今
年
度
の
自
動
車
税
の
納
期
限
は
、

５
月
31
日（
金
）で
す
。
納
税
は
お
早

め
に
お
近
く
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。ペ
イ
ジ
ー

対
応
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
も
で
き

ま
す
。

※
車
検
時
に
は
納
税
証
明
書
が
必
要

で
す
の
で
、
納
税
証
明
書
を
車
検
証

と
と
も
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

自
動
車
税
の
減
免

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
戦
傷

病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
使
用
す

る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
の
名

義
・
障
害
の
程
度
等一定
の
要
件
が
あ

り
ま
す
が
、
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
の

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

●
紀
中
県
税
事
務
所（
有
田
総
合
庁

舎
内
）

　
有
田
郡
湯
浅
町
湯
浅
２
３
５
５‐１

　
℡
０
７
３
７ ‐ 

64 ‐ 

１
２
６
０

　

紀
州
材
を
使
用
し
て
町
内
に
住
宅

を
建
設
す
る
場
合
に
、
要
件
に
該
当

す
る
と
町
と
県
の
補
助
金（
そ
れ
ぞ
れ

最
高
20
万
円
）が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

補
助
金
を
受
け
る
場
合
に
は
、
棟

上
げ
の
３
日
前
ま
で
に
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

［
町
の
補
助
金
］

■
補
助
対
象
木
材
の
条
件

　

木
材
含
水
率
が
25
％
以
下
の
も
の

で
あ
り
、
和
歌
山
県
の
証
明
基
準
に

よ
り
紀
州
材
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
る
も

の
。

■
住
宅
の
条
件

①
新
築
の
場
合
＝
申
請
者
自
ら
が

居
住
す
る
目
的
で
建
築
す
る
木

造
住
宅

②
増
改
築
の
場
合
＝
建
築
基
準
法

上
の
許
可
又
は
届
け
出
が
必
要

な
規
模
の
も
の

■
そ
の
他
の
条
件

　

令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
補
助

対
象
木
材
の
工
事
現
場
で
の
施
工
が

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
は
、

民
生
委
員
や
児
童
委
員
の
存
在
や
そ

の
活
動
に
つ
い
て一
層
の
理
解
促
進
を

図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

は
悩
み
事
や
心
配
事
な
ど
の
相
談
に
応

じ
、
行
政
や
関
係
機
関
へつ
な
ぎ
、
必

要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
活
動
を

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
ご
家
庭
で
梅
酒
を
造
る
際
に
は
、
酒

税
法
の
規
定
に
よ
り
使
用
で
き
る
酒
類

や
、
使
用
で
き
る
物
品
等
に
制
限
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

使
用
で
き
る
酒
類

◦
ア
ル
コ
ー
ル
分
20
度
以
上
の
酒
類

※一般
に
市
販
さ
れ
て
い
る
清
酒
や
ワ
イ

完
了
す
る
こ
と
。

■
補
助
金
額（
１
棟
当
り
）

　

材
積
１
㎥
当
た
り
２
万
円
を
乗
じ

た
金
額

　
限
度
額　
１
棟
当
た
り
20
万
円

■
リ
フ
ォ
ー
ム

　
紀
州
材
の
使
用
面
積
が
20
㎡
以
上
、

工
事
費
が
50
万
円
以
上
で
５
万
円
の

定
額
補
助

【
申
請
方
法
及
び
申
請
先
】

　

申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
産
業
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

建
築
確
認
済
通
知
書
の
写
し
等
も

必
要
と
な
り
ま
す
。

＊
申
請
様
式
等
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　
令
和
２
年
２
月
末
ま
で

［
県
の
補
助
金
］

　

紀
州
材
を
使
用
し
て
県
内
に
住
宅

を
建
設
す
る
場
合
に
、
県
か
ら
補
助
金

（
最
高
20
万
円
）が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
振
興
局
へ
直
接
、申
請
が
必
要
で
す
。

主
な
条
件
等
く
わ
し
く
は
、
左
記
振

興
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
〒
６
４
４ ‐ 

０
０
１
１

　
御
坊
市
湯
川
町
財
部
６
５
１

ン
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
分
が
20
度
未
満
の

た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

使
用
で
き
る
物
品

◦
糖
類

◦
梅　
な
ど

使
用
で
き
な
い
物
品

◦
米・ぶ
ど
う（
や
ま
ぶ
ど
う
を
含
む
。）

な
ど
※
上
記
以
外
に
も
使
用
で
き
な

い
物
品
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
お
酒
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆

Ａ
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　

時　
令
和
元
年
５
月
12
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

　
　
　
　
（
昼
食
含
む
）

場　

所　
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ツ
和
歌
山

　
　
　
　
み
な
べ

募
集
人
員　
25
歳
～
45
歳
ぐ
ら
い
の

　
　
　
　
独
身
男
女　
各
14
人
程
度

参
加
費　
男
性
３
０
０
０
円　

　
日
高
振
興
局
農
林
水
産
振
興
部

　
林
務
課

　
（
℡
０
７
３
８ ‐ 

24 ‐ 

２
９
１
２
）

※
申
し
込
み
様
式
等
は
次
の
ア
ド
レ
ス

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

https://w
w
w
.pref.w

akayam
a.

lg.jp/prefg/070600/kisyuzai/
jyutaku.htm

l

　
き
れ
い
な
空
気
、
お
い
し
い
水
、
心

身
の
癒
し
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
な

ど
、
森
林
・
緑
は
わ
た
し
た
ち
に
多
く

の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
い
ま
国
内
で
は
手
入
れ
不

足
等
に
よ
っ
て
森
林
が
本
来
の
は
た
ら

き
を
発
揮
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

「
緑
の
募
金
」
は
、
み
ど
り
豊
か
で

活
力
と
潤
い
の
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

や
国
内
外
の
森
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
募
金
の
お
願

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

産
業
課（
℡
72-

１
３
３
７
）か
ら

家
の
新
築・増
改
築
に「
紀
州
材
」を

使
用
す
る
と
最
大
４０
万
円

「
緑
の
募
金
」運
動
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

農
業
資
金
の
借
り
入
れ
や
返
済
に

関
す
る
ご
質
問
や
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
は
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
担
当
者
と
の
個
別
相
談
方
式
で
行

い
ま
す
。

相
談
日
時　
５
月
22
日（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
の
間
で
順
次

相
談
場
所　
役
場
１
階　
会
議
室

申
込
み
先　
産
業
課

　

個
別
相
談
の
た
め
、
事
前
の
申
込

が
必
要
で
す
。

申
込
み
締
切　
５
月
17
日（
金
）

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の

自
動
車（
軽
自
動
車
税
対
象
車
種
を

除
く
）の
所
有
者
等
に
毎
年
納
税
し
て

い
た
だ
く
県
税
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

貴
重
な
財
源
と
な
って
い
ま
す
。

農
業
資
金
相
談
会
の
開
催

和
歌
山
県
か
ら

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日（
金
）で
す

住
民
福
祉
課（
℡
72‐２
１
６
１
）か
ら

税
務
署
か
ら

婚
活
の
お
知
ら
せ

5
月
１２
日
は

民
生
委
員・児
童
委
員
の
日

自
家
製
梅
酒
の
注
意
事
項

婚
活
セ
ミ
ナ
ー「
好
感
度
U
P

イ
メ
ー
ジ
作
り
」

暮らしの便利帳を作成します
　みなべ町ではこのたび、行政情報や町の概要をまとめた冊子
「暮らしの便利帳」を、㈱サイネックスと協働して作成します。
　行政情報などで気になることがあるときには、ぜひご活用くだ
さい。発行は今年の10月頃を予定しています。
　また、町内の事業者の皆さまに、サイネックスより有料広告の
掲載依頼をお願いすることがあります。町の協力依頼書を持っ
て訪問することがありますので、ご協力をお願いします。　
くわしくは総務課（℡72-2051）まで。
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　生後６・７か月のお子さんの保護者を対象に栄養
士・保健師による離乳食教室を行います。

※献血カードまたは本人であることを証明できる
もの（運転免許証など）をお持ちください。

日　時　5月21日（火） 10：00～11：30
場　所　ふれ愛センター
対　象　妊婦または小さなお子さんの保護者
内　容　マタニティのお母さん同士の仲間づく

りの場です。
　　　　助産師・栄養士・保健師も参加します。
　　　　ぜひ、遊びに来てください。

日　時　5月16日（木） 10：00～11：30
場　所　ふれ愛センター
対　象　平成30年10・11月生ま

れのお子さんと保護者

日　時	 5月15日（水）・19日（日）
	 10：00～12：00
場　所	 みなべ町生涯学習センター　
	 ＊申込み締め切りは開催日の3日前まで
連絡先	『里親支援センターほっと』
	 社会福祉法人 和歌山県福祉事業団
	 本部内（住所 上富田町岩田2456-1）
電　話　0739-34-2735
　　　　（土・日・祝日を除く　8:30～17:30）

5月22日（水）
　   （南部ライオンズクラブ･町共催）
	 9：00～10：30	 堺漁港前駐車場
	 12：00～13：30	 ウメタ様駐車場
	 14：30～16：30	 みなべ町役場

マタニティー＆ベビーサロン

離 乳 食 教 室

献血にご協力を
お願いします

５月のトレーニング教室開催日

　運動が苦手な方でも大丈夫です！ 
健康運動指導士、中図弥生先生の
指導のもと、楽しく運動ができる教室
です。はじめての方も歓迎します。

　さまざまな理由から親と一緒に暮らせない子ども
たちがいます。
　そんな子どもたちをあなたの温かい愛情の下、
家族の一員として一緒に生活を考えてみませんか。
　里親制度には、短期里親（数
週間）、季節里親（夏休み等の
期間のうち1日でも）などがあり
ます。
　里親相談会を右記のとおり、
開催しますので、一度、話を
聞いてみてください。

　妊婦さん、それから育児中のお母さん、妊娠中で不安なことや子育てで悩ん
でいることはないでしょうか。
　町の母子保健推進員は、そんな皆さんの悩みに、自らの妊娠や子育て経験
を通じて助言してくれる、頼もしくて、あったかい相談役です。
　どうぞ、身近な推進員に遠慮なく何でもご相談ください。
　赤ちゃんが生まれた時や１歳のお誕生日、２歳６か月児、３歳６か月児健診の
前に、お宅を訪問しています。推進員の皆さんは下表の方々です。

　健診（検診）は、ご自分の健康状態を知る良い機会
です。申込みがまだの方は、今すぐ希望調査票を返送
してください。はじめての方も歓迎します。

日　時　毎週金曜日（祝日を除く）
　　　　※毎月の広報紙でご確認ください。
	 18：00～21：00	 自由にトレーニング
	 20：00～21：00	 健康運動指導士に	

	 よるリズム体操
場　所　はあと館（社会福祉センター）
	 みなべ町芝447-2
対　象　町内在住・在勤の成人の方
持ってくるもの
	 室内用運動靴、飲み物、タオルなど
	 ※トレーニングに適した服装でお越しください。

トレーニング教室に
参加しませんか？里親相談会を開催します

町の母子保健推進員をご紹介します

特定健診・がん検診
申込みはお済みですか

10日・17日・24日・31日の金曜日
参加費は無料。
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5月のテーマ展示
「おでかけ日和」

　今年のゴールデンウィークは史上初の10連休! 
どこへ行こう? 何をしよう? 楽しみがいっぱいです
ね。お出かけのヒントになるような本を集めました。

「おもしろい植物たち」
　5月は青 と々した若葉の季節です。いきいきと輝
く植物たちの魅力が、たっぷりつまっ た本を紹介
します。

　春休み恒例、ろうそくを灯して昔話を語ります。
小学生くらいから楽しめる内容です。GW最終日
は、おはなしの世界に浸ってみませんか。
日時　５月６日（月・祝）午後１時３０分～
場所　ゆめよみ館　２階　会議室町民の皆さんが普段の生活の中で、抱えている悩

みや困りごとを相談員の方に相談できる窓口です。

■人権・行政・登記相談
　◯５月10日（金）13：30～15：30
　　ふれ愛センター

■消費生活巡回相談
　◯16日（木）13：00～15：00
　　みなべ町役場

■生活お困り相談
　◯28日（火）13：30～15：30
　　みなべ町役場

■教育相談
　◯教育学習課
　　⃝学校は、℡74-2191へ
　　⃝幼稚園、保育所、学童保育所は、
　　　℡74-3738へ

■暮らしなんでも相談（町社協）
　◯毎週月～金曜日9：00～16：00
　　はあと館で
　
■身近な民生委員・児童委員さんにご相談を

　民生委員・児童委員は相談内容に応じて必要
な支援が受けられるように行政や関係機関につ
ないでくれます。
　近くの民生委員・児童委員のお名前やくわし
いことは、住民福祉課（℡72-2161）へ。

■県による巡回職業相談
　◯10日（金）13：00～15：00　
　　南部公民館

相談員が求人情報を提供、また求職の相談を受
けます。くわしくは、日高振興局企画産業課（℡
0738-24-2911）へ。

■田辺年金事務所年金相談
◯11日（土）（9：30～16：00）
　同事務所（田辺市朝日ヶ丘　℡24-0432）へ
ねんきんダイヤル　0570-05-1165

（IP電話・PHSからは℡03-6700-1165へ）
月～金曜日　午前8：30～午後5：15

（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
第２土曜日　午前9：30～午後4：00

　高城・清川分室、上南部分館、ゆめよみ館の4ヶ
所で、展示とおはなし会を行いました。ボランティ
アの皆さんによる昔話の語りや紙芝居を楽しみま
した。

『野球母ちゃん そのパワー侮るなかれ』
神川靖子 著／池谷弘子 協力（新評論）

　野球母ちゃん…それは、野球少年を支える最強の裏

方。野球のやの字も知らなかった母親たちが、一生懸命

ルールを勉強し、栄養管理やお茶当番、大会の運営員ま

でこなすのです。「息子の一番のファンは私である」…

そんな自負を胸に、今日も母ちゃんは頑張ります。野球

にかぎらず部活に熱中するすべての人に読んでほしい、

母の愛がつまった一冊です。

1階

2階

ゆめよみ館は祝日も開館しています

	 1日(水)	特別休館
	 4日(土)	わくわくタイム(10:30〜)
	 	おはなし会(14:00〜)
	 6日(月)	わくわく・どきどき・しっとり
	 	おはなしの森(13:30〜)
	 7日(火)	休館
	11日(土)	おはなし会(14:00〜)
	13日(月)	休館
	18日(土)	おはなし会(14:00〜)
	20日(月)	休館
	25日(土)	ビデオ上映会(10:30〜)
	 	おはなし会(14:00〜)
	31日(金)	休館(館内整理日)

※ちいさいひとのためのおはなし会
については諸事情につき、5月はお休
みさせていただきます。

ゆめよみ館
5月のカレンダー

上南部分館 おはなしの会
5月11日(土)

午前10時30分から

新 着 図 書 
今月のオススメ 

春休みおすすめの本の展示とおはなし会 

おはなしの森

そのほかにこちらも 

この他の新着図書は、
図書館ホームページからご覧いただけます。

独
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史
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史
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史
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（
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）

今月のオススメ 
■延長窓口実施日時
　◯毎週木曜日 17：15～19：00
　　（年末年始、祝日は除く）
■開設場所　　住民福祉課
■交付できる証明書　　
　◎住民票の写し ◎印鑑登録証明書
　◎マイナンバーカードの交付
■連絡先　住民福祉課 ℡72-2161

夜 間（土曜日）・小児救急診療所

延 長 窓 口

◯毎週土曜日18：00～21：30
　田辺市高雄一丁目23-1
　（田辺市民総合センター内）℡26-4909へ

各 種 相 談
など

　住民福祉課では、平日の開庁時間に来庁
できない人のために、時間外に証明書などを
発行します。
　サービスを利用される場合は、必ず当日の
午後5時15分までにご連絡ください。
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３月中の異動
出生	 ５人
死亡	 １８人
転入	 ５５人
転出	 ７７人
高齢化割合
（６５歳以上）３１．４％

人 の うご き

	 ３月末現在	 （前月比）
	 男	 ６，０２８人	 （－１２人）
	 女	 ６，６９７人	 （－２３人）
	 人口	 １２，７２５人	 （－３５人）
	世帯数	 ４，８２４世帯	 （＋６世帯）

　３月９日、町内の中央通り、すずらん通り、高見通りの各商
店街の店舗の軒先などで手作りのアクセサリーやバッグ、
雑貨品を販売する「みなべ てづくりストリート」が開催。
　夕方から南部小学校グラウンド前では、梅酒や梅酢焼き
鳥などを販売する「みなべしょくどう」、南部小学校体育館
内では子どもを対象とした射的や輪投げなどを楽しむ「み
なべ縁日」も開催され、多くのお客さんで賑わいました。
　夜には中央通りに灯籠の点灯もありました。 ［商工会 主催］

「みなべ てづくりストリート」・「みなべしょくどう」など開催


